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1 研究の動機

• 競走馬が大好き

• 引退した競走馬はどこへ行くのか？

• 一部は繁殖や種付けに行くだろうが、他の馬はどうなるのか
→引退馬のその後について書かれたネットニュースを見つける

• 人間の都合で生まれ、人間のために頑張って走ってきた競走馬に、少し
でも長く、余生を楽しんでほしいと思い、養老牧場を作ることを決意

• 養老牧場の設立にあたり、引退馬についての現状を知る必要があると
考え、探究活動を開始する



2 研究の概要

① 引退馬の現状をインターネットや、過去の新聞を使って調べる
② 引退馬問題について、インターネット上で記事を出している、株式会社
CreemPan「Loveuma 」代表取締役、平林健一様への取材
③ 飯綱乗馬クラブへの取材
④ アメリカの警察官への取材
⑤ 社台スタリオンステーションへの取材



①引退馬の現状をインターネットや、過去の新聞を使って調べる

• 年間8000頭ほどが殺処分や、食肉になっていると言われている

• 競争生活を終え、乗馬クラブに行くと言ったら暗黙の了解として、殺処分か食肉にな
る （みんな引退馬のことを問題だと思っているが、見て見ないふりをしている）
→競馬会では引退馬の話はタブーとされている

• 馬は、経済動物と言われていて、早く走ることだけが目的で、走らなくなったら用済み
だとされる

• 引退競走馬を保護する活動には、引退馬協会、Loveuma、TCC引退競走馬ファンク
ラブ、アヴニールファームなどがある

• それぞれの会社ごとに活動が違う

引退競走馬の現状



Loveuma に掲載されている参考資料



② 引退馬問題について、インターネット上で記事を出している、株式
会社CreemPan「Loveuma 」代表取締役、平林健一様への取材

• Q1. 引退馬問題の現状についての平林様の考え

・引退した競走馬の多くが登録抹消後、行方が不明になっている
・この問題や引退した後の馬の行き先に、馬の意志が介在していないことが問題で
はないのか
・競馬という一大産業の中で起こった問題のため、解決には時間がかかるのではな
いか（生産する数を減らすのは難しいのではないか）

• Q2 今後、この問題をどうしていくべきなのか？

・まずは、年齢に関わらず、多くの人に、今の引退馬の現状を知ってもらうことが大切
・最終的には今よりも明確なゴールを設定する必要がある



Loveuma にて掲載していただいたインタビュー記事

https://www.creempan.jp/p

ost/info-240810

https://www.creempan.jp/post/info-240810


③ 飯綱乗馬クラブへの取材

• 競走馬時代のファンが引き取り、お金の面で援助する場合がある

• オーナーがあらたにつくことが多い

引退馬問題の現状とは？

・中央、地方競馬で活躍した馬や、セレクトセールで高値がついた馬など
は乗馬クラブや牧場に引き取られることがある
・多くの場合は、食肉やペットフードになるか殺処分される

引退馬を多く引き取り、乗馬として活用しているが、馬の生活費はどうし
ているのか？



セレクトセールとは？

北海道苫小牧で行われる、日
本最大級の競走馬のセリ



アメリカの警察官にインタビュー

引退馬問題について知っているか？

・聞いたことはあるが、あまりよく知らない。
→引退馬が問題にならないほど充実した余生を送っているのか？

馬に対する考え方を教えてください

・生活を共にするパートナーであり、家族も同然。
・アメリカの人々は元々騎馬民族のため、馬に対する日本人との考えも違うと思う。
・トレーサビリティが導入されているとこもあり、引退後行方不明になる馬はいない
のではないか？



アメリカの警察の方にインタビュー

アメリカの馬
に乗った警
察官の様子

←
→



④ 社台スタリオンステーションでの取材

・多くは殺処分か食用になると言われている
（犬や猫のペットフードになることもよくある）
・現役時代に活躍した馬や血統がいい馬は、種牡馬や繁殖
牝馬として活用される
・乗馬として乗馬クラブに譲渡、または転売される
・競走馬時代のファンに引き取られる
・引退馬を受け入れてくれる施設に譲渡される

Q 引退競走馬の現状とは



④ 社台スタリオンステーションでの取材

• Q 種牡馬を管理する社台スタリオンステーションの職員の方
は、引退馬問題の今後についてどう考えているのか？

・競馬という産業が縮小しない限り、生産頭数を制限するなどの対策は難しい
と思う。
・ここ50年で見ても小さな牧場での競走馬の生産頭数は減ってきている。
・最近の競馬ブームもあり、日本全国で競走馬の生産に力が入れられている。
→今後5年の間は競走馬の生産は増えると予想される。



社台ホースクリニックの見学

• 去勢手術の様子を見学させていただき、引退馬問題にも大きく関わる「繁殖」に
ついての責任の重さを感じた



北海道サマーセールの見学

・馬一頭につけられるべき本来
の価値以上の値段がつけられ
ている光景を不思議に感じた

実際にセリが行われている様子→



3 考察

• 競馬に関わるどんな人も競走馬の引退後について問題だという認識があった。

• 多くの人が、この問題のゴールがわからないと考えていた。

• 近年の競馬バブルも影響し、生産されているサラブレッドが増えていることから、今後、引

退馬はもっと増えるのではないかと考えた。それに伴い、引退馬のいき先が確保できない

ことも容易に想像できる。

→現状よりも多くの引退馬が悲しい未来を送るのでは？

• 長年、競馬業界で引退馬問題の話題がタブーとなっていた理由はとても複雑で様々な利

害関係が関係していた。



• 競馬に関わる人で、引退馬を殺処分したい人は、いないはずだから、それでもや
むおえず今の状況になっているのには何か大きな理由があるはずだが、あまり
その理由がはっきり分からなかった。

• セレクトセールなどで本来、馬につけられる価値以上の値段がつけられている
のも問題なのではないのか？

• 今回の活動では引退馬に関わりのある方々にお話を聞かせていただいたが、生
産に関わる牧場の方や、屠畜に関わる方などにはお話を聞けなかったため、
もっとたくさんの方のお話を聞く必要があると考えた。

3 考察



5 今後の展望

• 養老牧場を設立するにあたり、引退馬の管理にかかる費用を賄う必要
があるため、どのようなサイクルで受け入れるのかを考える。

• さらにこの探究を深めるため、肥育場の方や競走馬の育成に従事してい
る方など、競馬に関わる方々や、競馬に関わらない人ともこの問題につ
いての対話をしてみたい。

• 探求している中で、引退馬問題という言葉を使ってきたが、何が１番の問
題なのかがわからなくなってきているため、改めて、何が問題なのか考
える。
→現段階では、殺処分になる馬がいることや、行方不明になる馬がいる
ことが問題だと考える。



6 感想

• 引退馬問題の現状は最初に考えていたものより悲惨で、多くが食肉
（ペットフードを含む）、殺処分という末路を辿っていた。

• 競馬という一大産業の中で起こっている問題のため、大きなシフトチェン
ジが難しいのだと感じた。

• トレーサビリティを導入している国がある一方で、日本では行方不明にな
る引退馬がいるということはやはり大きな問題だなと感じた。

• 競馬が行われている以上、引退する馬は出てくるから、その馬たちをど
うしていくのが馬にとって1番いいことなのか、たくさんの人が考える必要
があると思った。



• 日本は元々農耕民族で農耕用として馬と関わってきたが、欧米では、カ
ウボーイなどの騎馬民族の考え方が残っているため、日本人の競走馬
に対する考え方と欧米などの海外の人の競走馬に対する考え方の違い
を知ることも今後、探求活動を発展させる上で必要になると思った。

• この探究をたくさんの人に聞いていただき、より多くの人に、一緒にこの
問題のゴールを考えてほしい。

6 感想
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